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留学生活の中では普段の生活では、問題にならないような点にまで不安やストレスを感じること

が多くあります。例えば私の場合は北京に来たばかりの頃は、授業の履修や語学面だけでなくシャ

ワーや洗濯機の使い方、ご飯はどこで食べるのかなど、些細なことについても慣れないことばかり

で苦労をしました。不安やストレスを減らすためには北京大学の環境について事前に知っておくこ

とが非常に重要です。さらに、留学中はどのような姿勢で日々を過ごすと良いのかということにつ

いて、留学を経験した人の実体験を基にした意見にも事前に触れておくことは心の面での大切な準

備になるでしょう。これから主にキャンパスアジア・プログラムに参加し北京大学に留学する皆さ

んに向けて、良い留学生活を送ることができるようできる限りの情報、経験をここに書き留めたい

と思います。 

1. 北京大学の環境 

寮の環境は留学生の生活に適したものでした。キャンパスアジア・プログラムの学生が入居する

寮は「中関新園５号楼」という寮で、１２階建ての建物です。部屋は２人部屋で、ルームメイトは

同じ国籍の人になることもあります。部屋の中には机、ベッド、洗面台、ポット、テレビ、押入れ

が揃っており、ベッドカバーなどを買う必要は全くありません。冷房（エアコン）と暖房（暖気と

いう全館暖房のシステム）は完備されています。トイレとシャワーは共用で、同じ階にあります。

留学生専用の寮なので洋式便器がちゃんとあります。洗濯機も同じ階にありますが、これは使う前

に洗濯機使用のためのお金をチャージする必要があります。寮から 100 メートルほどの所にコンビ

ニがあり、基本的な生活用品やカップ麺はそこで買えます。最寄りの大学食堂は「中関園食堂」と

いい、300 メートルほどの距離があります。食堂に行かなくても中国ではデリバリーサービスがと

ても発達しているので外出が億劫な日、忙しい日はこれを使いましょう。 

ネット環境には注意してください。中国では基本的には google、LINE、facebook、twitter、など

は使えません。北京大学の wi-fi では google が提供するサービスが使えることになっていますが、

全く安定していません。有料の VPNを事前にインストールしておくことを強くお勧めします。 

キャンパスの環境はとても整っており、暮らすためのものが一通り揃っています。食堂は先ほど

の「中関園食堂」も含めて８箇所あり、それぞれ各地の料理、ムスリムの料理などの特色ある料理

を食べることができます。僕のお気に入りは農園食堂で食べる「麻辣香锅」で、週に 1 回は必ず食

べていました。しかし注意点があり、それは営業時間が短いことです。たいていの食堂が朝食：7時



〜9 時、昼食：11 時〜13 時、夕食：17 時〜19時しか営業

しません。それを逃すと営業している食堂は極端に少なく

なります。コンビニは教室棟の中などにいくつかあり、飲

み物やパンはここで買えます。他にも銀行、ATM、郵便

局、携帯ショップ（僕は北京に着いた日にここで携帯を契

約しました）、スーパー、教科書などを売る書店などがあ

ります。 

北京大学の近く（約１km）には「中関村」という繁華街

があり、大型スーパー（カルフール）、たくさんのレストラン、ユニクロやH&M などたくさんの服

屋があります。友人と遊ぶ、キャンパス内では手に入らないものを買いたい時はここに行きましょ

う。「五道口」という繁華街も大学から近く（約 1.5km）、

韓国、日本風のバーやレストレランがたくさんあり、若者

で賑わっています。飲みに出かけるにはここがいいかもし

れません。 

大学周辺の日系の店としては中関村にユニクロと丸亀

製麺とペッパーランチ、五道口にユニクロとサイゼリヤ、

大学の西南門のすぐ外に吉野家があります。北京には他に

も CoCo 壱番屋や一風堂などの日本式ラーメン店、中国

人が経営する日本料理屋もあるので、心や体が疲れたと思

ったら馴染みの味を食べて自分を癒しましょう。 

2. 北京大学の授業 

北京大学の授業の履修登録をする流れは基本的には東

京大学のものと同じです。１週目は履修登録前のお試し期間で２、３週目に履修を順次確定させて

いきます。東京大学と異なる点は全ての授業に履修人数制限がある点です。人気、あるいは少人数

の授業は制限を超える履修登録者が出るのでその場合は抽選が行われます。この場合は早い段階で

履修登録をしないと抽選に参加できませんので注意が必要です。制限人数を満たした授業について

は欠員が出ない限り履修登録はできなくなります（キャンセル待ちのような状態）。 

北京大学の時間割は東京大学のものとは異なり、1コマ 50 分で時間が区切られており、たいてい

の授業は 2 コマまたは 3コマ連続で授業を行うという形式になっています。１時間目は 8時に始ま

り（8:00〜8:50）、12 時間目（20:40〜21:30）まで設定されています。夜遅くまで続く授業もありま

すのでよく吟味して授業を選びましょう。 

私は主に専攻としている国際関係論に関連した授業を受講しました。全部で５つの授業を受講し、

国際関係学院（北京大学の国際関係論を専門とする学部）の授業では「中国政治と公共政策」、「台

湾政治概論」、「中華人民共和国対外関係史」を受講しました。他に歴史学部の「近現代日中関係史」、

食堂ではこのようなご飯が 10 元ほどで

お腹いっぱい食べられます。 

食堂の営業時間の一例。 



文学部の「日本中国学」（日

本における中国研究につい

て）を受講しました。「中国

政治と公共政策」のみ英語

での授業でその他全て中国

語でした。英語の授業は比

較的少なく少人数授業が多

いため抽選になることがほ

とんどなので、英語の授業

を中心として履修を組むの

は困難です。中国語の授業

がメインとなることは覚悟

しましょう。 

履修計画を立てる際の注

意点は①成績評価の方法を

確かめること②自分のねら

いに合っているか考えるこ

と、です。「①成績評価の方

法を確かめること」につい

ては、その授業でのレポー

トの有無、期末試験や中間試験の有無、成績評価に占めるレポートや試験の割合などをよく見て、

他の授業と見比べることが必要だということです。留学中は思わぬ難題や困難が降りかかってくる

こともあります。語学の面での困難もあります。期末試験ばかり、あるいは試験日程が重なってし

まうとそれぞれの試験で本領を発揮できずに終わってしまうかもしれません。レポートが必須の授

業であれば指定字数があまりに多い授業も少なからずありますので注意してください。どの授業に

もバランスよく自分の時間と能力を注げるよう、履修計画を立てる際にはよく想像力を働かせる必

要があります。「②自分のねらいに合っているか考えること」について、これが重要なのはせっかく

北京大学にまで留学にやってきたのに自分が北京に来た意味を見失ってしまっては意味がないから

です。私は「北京大学に留学したら日中関係と中国政治について中国の視点から学ぶ」と決めてい

ました。その所期の目標を達成するため、履修する授業にはある程度の共通性を持たせることとし

ました。自分の目標に合わせて幅広い種類の授業から履修を組むことができるのがキャンパスアジ

ア・プログラムの特長です。これを最大限に活用して留学の目標を達成できる履修を組みましょう。 

3. 北京大学留学を通して学んだこと、感じたこと 

北京大学は中国で一番の大学であり（先生や生徒はよくこの言葉を口にしていました）、中国の学

私の時間割はこのようでした。第一节から第四节までが午前、第五

节から第九节までが午後、第十节以降が夜の時間帯です。 



術界では対外関係はどのように論じら

れているのかについて授業を通して触

れることができました。一つ目の例とし

て日中関係の中での問題の捉え方があ

ります。日中関係においては戦前、戦中、

戦後それぞれの時代ではどのような事

象が問題となり、なぜそれが重要なのか

ということについては日本側の論じ方

とは全く異なる切り口からの議論が展

開されており、それを理解するのは大変

でもありましたが非常に有意義でした。最近の事象でいうと２０００年代の日中関係悪化の原因と

して靖国神社参拝問題、歴史教科書問題、軍備増強などを指摘する議論がありました。これらはも

ちろん日本でも聞くことのある議論ですが、これらは日本が再び台頭する兆候のようにして見なさ

れていました。 

二つ目の例として中国政治における台湾の重要性があります。日本から見ると台湾は政治的には

「微妙な立場にある地域」ほどの認識しかされていないのではないでしょうか。大陸中国との政治、

経済の関係は熱心に議論はなされても、台湾が変数として登場することはあまりありません。しか

し、中国の立場から台湾を眺めると、台湾問題は“内政問題”でありながらも、日米などの諸外国と

の関係の中において台湾問題は提起しないことはない非常に重要な要素として捉えられていました。

台湾問題は中国政府にとって微妙な問題であると同時に外交の上においても鍵を握る問題であると

言えます。これは私が予想していなかったことであり、非常に新鮮なインスピレーションを受け、

来学期台湾に１学期留学し、台湾の視点にも触れてみようと思うようになりました。私は来学期台

湾に行って来ます。台湾での経験の後に私はより深くこの話題について論じることができるように

なっているでしょう。 

三つ目の例として中国内政における共産党の立場です。共産党はもちろん中華人民共和国の執政

党として大きな力を握っています。しかし、普段は共産党は市民に対して明らかな形で力を行使す

ることは極めて少なく、市民も共産党（あるいは政府）の力の行使の存在を意識していないという

ことです。もちろん町中に共産党の宣伝ポスターが溢れ、どこにでも共産党に関係するものを見つ

けることができますが、だからと言って市民が常に共産党について意識しているというわけではな

く、むしろ“共産党”や“政府”といった存在は平時には意識されないという状態であると言えます。

したがって、共産党が市民を圧迫している、抑圧しているというのは多くの国民には当てはまらな

いことであり、民主化、改革などといったことは大多数の国民が考えてはいないことなのです。 

このような発見があったように、同じ「日中関係」や「台湾」という問題を見るときでも日本と

中国の見方が異なるということが改めて実感されました。よく「様々な視点から物事を考える」だ

主要な教室棟の一つ、「第二教学楼（二教）」。 



とか「多面的な視点」といった言葉が様々な場面で踊りますが、それを実際に行うのはとても困難

です。なぜなら人は意識的、無意識的、明示的、非明示的に周囲の環境の影響を受け自身の認識や

思考の枠組みを形作るからです。私は中国・北京大学ということなる環境に身を置くことで自分が

いかに日本で周囲の環境の影響を受けていたのか、そしてことなる見方や考え方とは具体的にどの

ようなものか知ることができました。中国ではどのように論じるのか、どのように情報を取り揃え

て語るのかという「中国の視点」は、中国に来てこそ深く接することができます。私は日本では触

れることが非常に難しい「中国の視点」に触れたことで、これからの大学での学びをより深めてい

くことができるのだろうと感じています。国際関係論の中でも東アジア地域内関係と中国政治を主

眼に据えていこうと考えており、その探究の中で日本の視点をはじめとした“以前から馴染みのある”

視点だけでなく留学を通して触れた新たな視点からも物事を見つめるようにしたいと考えています。 

さらに、「視点」や「語り方」において差異があるという発見をしたのは授業を通してだけではな

く、日々の生活もその発見に大きな役割を果たしていました。北京大学には韓国人（かなりたくさ

んの韓国人が本科生あるいは留学生として北京大学で学んでいます）をはじめとして欧米やアフリ

カなど世界各地からの学生が集っています。私はそのような学生と関わる中で、国ごとで中国に対

する見方に差異があること、日本に対する見方にも差異があること、同じ事件、身の回りの事象に

対する感じ方に差異があることを実感しました。特にたくさんの韓国人の学生と関わる中で中国政

治の事象や日韓関係について私（あるいは私たち）との間で見方に大きな違いがあると知り、これ

は留学の中で得た経験の中でも指折りの有意義な経験となりました。 

4. 留学の際に大切にしたいこと 

一 目標のために計画的になること 

北京大学に限らず留学に渡る人は誰しも何かしらの目標を持っているはずです。もし目標が

全くなくただ海外暮らしがしたいだけというのなら留学という形はお勧めしません。休学して

ワーキングホリデーに行く方が自由で楽しいかもしれません。あえて留学して海外の大学で何

かを“学ぶ”という選択をしたのであれば、その大学で何を得るのか、それをどうやって得るの

か（授業、サークル、その他交友関係）について前もってある程度想像を膨らませておきまし

ょう。しかしながら私が北京で経験したように、その土地に到着して暮らしを始めて初めてわ

かる交流組織の存在やプログラム、人との繋がりもたくさんあるものです。どのようなコミュ

ニティに属するかは人によって千差万別ですので誰かをお手本にするということもできません。

そのような状況にあっても、自分の所期の目標に適うように計画的に授業や現地の大学のプロ

グラムや交流活動などに参加していくことは大切です。留学は 1 年あるいは半年という、気づ

けばあっという間に終わってしまうような期間しかできないものなので、漫然と生活するのは

非常にもったいないです。 

二 積極的に場に出ること 

計画的に様々な場に参加すると同時に、「積極的になる」という姿勢も大切です。というのも



短い留学の期間の中でそのプログラム、その交流会は１度しか開かれないものかもしれません

し、１回のイベントを逃すとその後のいくつもの催しについてのお知らせや誘いも逃すという

ことになりかねません。 

留学では人との繋がりが非常に重要です。例えば授業で周りの人に声をかける、誰かと話す、

こういうことをするだけで授業中に助け合う人、授業後の話し相手、休日に一緒に遊びにいく

友人が増えていきます。さらに、人と繋がる中で何か有益な情報をくれたり、さらに他の人を

紹介してくれたりすることもあります。日本にいるときのようには生活基盤の整っていない中

では、積極的に人と関わる中で助けてもらう（時には人を助ける）ことで大きく生活を豊かに

することができます。 

私のイタリア人の友人がこぼした言葉を紹介します。彼女が言うには、日本人は「仲良くな

れば楽しく、明るく、たくさん話してくれるのに、仲良くなるまでは全然話してくれない」人

が多く、その結果ある日本人学生とは「仲良くなるまで時間がかかってしまって、学期末には

仲良くなったけど既に帰国の時間が迫っていて短い間しか仲良くできなかったのはとても残念

だった」と言っていました。確かにそのような傾向はあると思います。このようなことになっ

てしまっては勿体ない！留学中の学生や留学生と関わる地元の学生は皆お互いに交流したいと

思っています。いつもより積極的に出ても不快に思われないばかりか良い結果をもたらすこと

の方がはるかに多いので、いつもよりもう一歩外に出ていく心構えを持ちましょう。 

三 心の余裕を保ち続けること 

留学期間中には良いこと、楽しいことばかりが起きるわけではありません。時には辛いこと、

乗り越えなくてはならないことも起きますし、きっと苦難は東京にいるときよりも多いでしょ

う。さらには家族、友人とは遠く離れた地で暮らすわけですから心の疲れを癒すことも簡単で

はありません。それでも日本に帰国するまでの間その国に住み続けなければならないのです。

留学生活の間ずっと頑張り続けていたらどこかで心が折れてしまうかもしれません。そうなっ

てしまうとせっかくの留学も実り多いものにはなりません。留学生活を持続可能なものにする

ことは大切で、そのために定期的に休む、好きなことをする、好きなものを食べるなどを通し

て心の余裕を保ち続けることもまた大切です。私は夜には好きな音楽を聴き、留学の前半には

一人旅行をして自分の生活のペースを取り戻してもいました。ときには日本食も食べて心を癒

しました。留学中に目標に向かって頑張ることは大切ですが、留学生活全体を通して実り多き

ものにするためには休むべきところで休むこともまた肝要です。 
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